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 はじめに 

 

測量と地図に携わってから、三十余年になってしま

った。あっという間のことである。少年時代のある時

に畳に寝ころんで、あるいは丸い飯台の上で地図帳を

広げて、いつまでも眺めていたことが夢のようである。

幸い、心の奥底にあった地図に対する憧れと職業とが

繋がったことと、この手で地図の何枚かを作ったこと

に満足感を持っている。 

 この本は、こうした気持ちを何らかの形で残したい

という、いくつかのアイデアの中の一つであった。そ

してある日、松村巧氏の「日本天文史跡名所案内」を

拝見したことをきっかけとして、二つの目的を持って

作成を始めた。 

 一つは、少しでも多くの人々が測量・地図に興味を

持ち、測量・地図フアンや測量・地図の仕事に就きた

いという若者が、ほんの少しでも増えることのきっか

けになればという願望である。二つ目は、測量・地図

にまつわる史跡も、思いのほか貴重なものがあるので、

理解ある人の手で維持・保存をしてほしいという希望

である。 

 この目的は、あくまでも願望や希望であって、実際

には測量などに従事する年長者が、休日や旅行に際し

て、日本の測量・地図作成にゆかりのある地や博物館

をふらりと訪ねる時に役立つ、地図と写真を主体にし

た楽しい内容のガイドブックにしたいと思っていた。 

 ところが、いざ作成にかかってみると、本来測量や

地図作成は社会生活に欠かせない重要なものであるに

もかかわらず、その仕事が、地味で一般人に馴染みの

少ないものであり、そうした史跡・名所のたぐいの存

在も、非常に希であることから、項目の抽出や地方バ

ランスをとることに苦労した。 

 選定された項目からでは、当初の構想であった「日

本測量・地図史跡名所案内」は、「日本の測量・地図技

術者の墓案内」になってしまいそうであった。そこで、

当初の主旨からは外れるが、先人の偉業を多少でも書

き添え読み物としての要素をも加えた。 

 それらを加筆したことで、著者の能力を超え、多く

の参考図書や報告書のお世話にならざるを得なくなっ

たことや、中途半端な内容となり叱責のそしりを拭え

なくなった点についてお許し願わなければならない。 

 また、本書作成に当たって、引用その他で参考とさ

せていただいた多数の図書及び協力を頂いた方々につ

いては、その書名と芳名を出来る限り巻末に掲載する

ことで、御礼に代えさせていただく。（1996.12「訪ね

てみたい 地図測量史跡」） 

 

 

（改定版の発行にあたって） 

1996 年 12 月 古今書院から「訪ねてみたい 地図

測量史跡」として第一版を発行してから、思いのほか

多くの読者からの反響があった。反響の中には、貴重

なご意見や新しい情報もたくさんいただき、同時に各

方面の方とのお付き合いも始まった。 

第一版の後、これを追加・補完するものとして、1997

年から2000年にかけて（社）地図協会機関誌「地図の

友」に「訪ねて見よう地図測量史跡」として随時発表

し、これを（株）リプロ様の全面的なご協力により「地

図測量史跡を巡る」として上梓した。また、個人のホ

ームページ上でも、新しい情報の追加・更新を行って

きた。 

この間、「訪ねてみたい 地図測量史跡」を出版して

から、かなりの時間経過したので、本来なら改版出版

すべき時期なのだが、残念ながらこの内容では多くの

読者を望めない。 

そこで、これまでの情報などをもとに、自費・手作

りの改訂版として作成した。 

 

さて、私は本来移り気な方であるが、「地図測量史跡」

という自らまいた種によって、このテーマだけは我が

身から離れることのできないものとなった。しかも、

調査に全力をかけることも適わないから、この作業は

いつまでも終わりがない。言い訳がましいが、そのこ

とで本書は完成品となれない状態にあることをお断り

しておく。 

最後に、本書の刊行にあたって、ご協力をいただい

た多くの皆様に、紙面を借りて深謝の意を表したい。

（2006.7） 

 

（追記） 

本書では、案内地図の掲載を省略したので、詳細な

位置や地図を必要とする方は、ＨＰ「おもしろ地図と

測量」の中にある「めぐる地図測量史跡」、あるいは文

中の住所あるいは巻末の史跡所在一覧表に付記された

経緯度によりインターネット上の地図などを検索・利

用していただきたい。 
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168. 「地図石」 

大分県 

169. 伊能忠敬測量史跡 

170. 伊能勘解由忠敬測量遺跡 



171. 読みにくさ日本一の山「一尺八寸山（みおうや

ま）」 

鹿児島県 

172. 尚古集成館（石田三成が太閤検地の際に使用し

た”ものさし”を所蔵） 

沖縄県 

173. 「印部土手石（しるしべどていし）」あるいは「ハ

ル石」 

 

◎全国・海外編･･･････････････････････････････213 

（全国） 

174. 内務省地理局測点 

175. 几号高低測量の水準点 

176. 験潮場 

177. 基線 

178. 観測所など 

179. 一等三角点 

<田坂虎之助> 

180. 各地の内務省標石 

（海外） 

181. 日露国境標石 

182. 新京、歓喜嶺の経緯度原点 

183. インドネシア 

184. インドネシアの経度原点 

185. 幻の日本一高い山（新高山） 

（その他） 

測量・地図人等を題材にした小説など 

186. <寺田寅彦> 
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